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資料２-３ 




　　　　　　
大阪府障がい者自立支援協議会　重症心身障がい児（者）地域ケアシステム検討部会の設置について （案）





２０１２．２





＜目的＞


医療的ケアが必要な重症心身障がい児（者）の地域生活を支えるため、医療・保健・福祉等サービスが包括的かつ継続的に受けられるしくみ（地域ケアシステム）を構築するための課題及び推進方策を検討する。





＜実施内容＞


・各地域の情報の集約、共有化


・市町村（地域）の課題を集積し、府域全体の課題について協議、施策提言を行う。





＜現状＞


○近年、高度医療の進展等に伴い、医療的ケアが必要な超重度の障がい児（者）が


施設よりも在宅で増加しており、介護家族の疲弊が極めて大きくなっている。


こうした重症心身障がい児（者）の地域生活を支える基盤整備が求められている。


○第4次府障がい者計画（案）で最重点施策の一つに「施策の谷間への支援（医


療的ケアが必要な重症心身障がい児（者）への支援）の充実」を位置付け。


○平成22年度に実施した実態調査結果を踏まえ、大阪府障がい者自立支援


協議会地域推進部会として地域生活支援方策について提言を行った。（H23年3月）
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＜課題＞


・医療的ケアが必要な重症心身障がい児（者）に対する相談支援体制が不十分


・医療と福祉のトータルな支援体制の確立


・各機関相互の情報共有　等





＜地域の状況＞


・市町村における部会設置はなし





＜設置予定日＞


・平成２４年４月１日





＜構成員候補＞


（保健・医療関係者）２


・全体会委員から２名





（重症心身障がい児施設）２








（障がい福祉サービス事業所等）２


・全体会委員から１名


・大阪府重症心身障がい児者地域生活支援センター　1名





（当事者）２


・





（学識）１


・全体会委員から１名





（行政）１１


・全体会委員から２名（市町村障がい福祉関係者）


・大阪府（医療監・地域保健感染症課・支援教育課・家庭支援課・生活基盤推進課・地域生活支援課【事務局】）、保健所長会、支援学校校長会、自立相談支援センター





計　２０名





オブザーバー


（大阪府重症心身障がい児（者）地域生活支援センター）４





（市町村各ブロック代表）８





（高度専門医療機関）１














医療的ケアとは


たん吸引、吸入、経管栄養、中心静脈栄養、導尿、呼吸管理、在宅酸素、人工呼吸器の管理等とする。





・地域生活支援のあるべき姿（地域ケア体制の構築、ライフステージに応じた相談支援体制の


整備、かかりつけ医との連携、ショートステイ体制の整備、ケアホームの整備促進）


・地域生活を支える資源のあり方と確保方策


・地域生活を支える人材のあり方と確保方策


・重症心身障がい児施設のあり方








